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筑
後
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
８
４
２
万
円
を
増
額
し
、

26
年
度
予
算
総
額
を
１
８
５

億
６
１
４
２
万
円
と
す
る
も

の
。

　

◇
恋
ぼ
た
る
（
筑
後
広
域

公
園
内
休
憩
施
設
等
）
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
、
今
年
度

で
現
在
の
指
定
管
理
者
と
の

契
約
が
終
了
す
る
。
27
年
度

開
始
前
に
次
の
指
定
管
理
者

選
定
の
た
め
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
、
27
年
度
か
ら
５

年
間
の
債
務
負
担
行
為
の
額

９
０
０
０
万
円
を
計
上
。

問　

９
０
０
０
万
円
の
積
算

の
根
拠
は
。

答　

現
在
、
売
店
は
お
お
む

ね
目
標
ど
お
り
の
利
用
料
が

見
込
め
て
い
る
が
、
温
泉
施

設
は
、
泉
質
の
石
灰
分
が
凝

固
す
る
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
化

の
問
題
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
年
間
平
均
１
０
０
０
万

円
と
い
う
指
定
管
理
料
で
は

難
し
か
っ
た
。

　

今
回
、
25
年
度
の
収
支
を

参
考
に
、
こ
れ
ま
で
含
め
て

い
な
か
っ
た
ス
ケ
ー
ル
対
策

産
割
の
廃
止
の
議
論
が
あ
っ

た
。
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

前
回
の
税
率
改
正
の
際

に
、
そ
れ
ま
で
10
％
で
あ
っ

た
資
産
割
を
５
％
と
し
た
経

過
が
あ
る
。
将
来
的
に
は
な

く
し
て
い
く
方
向
で
答
弁
も

な
さ
れ
て
き
た
。

　

今
、
国
保
の
保
険
者
は
市

町
村
単
位
だ
が
、
２
年
後
に

は
こ
れ
を
都
道
府
県
単
位
に

し
よ
う
と
国
の
方
で
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に

ま
た
議
論
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

限
度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
が

軽
減
は
拡
大
さ
れ
る

筑
後
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
賦
課
限
度
額
を
現

行
の
77
万
円
か
ら
81
万
円
に

引
き
上
げ
、
そ
の
一
方
で
軽

減
措
置
を
拡
大
す
る
た
め
、

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定

所
得
の
引
き
上
げ
を
行
う
も

の
。

問　

現
役
の
頃
は
他
の
保
険

で
も
最
終
的
に
は
国
保
と
な

る
。
そ
う
考
え
る
と
赤
字
分

は
市
が
負
担
す
る
べ
き
で
は
。

答　

被
保
険
者
と
市
の
負
担

割
合
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　

市
の
支
援
が
多
く
な
れ
ば
、

国
か
ら
自
治
体
は
余
裕
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
。

市
町
村
単
位
の
国
保
制
度
で

は
す
で
に
様
々
な
不
合
理
が

出
て
き
て
い
る
。

問　

以
前
か
ら
国
保
税
の
資

費
も
含
ん
だ
と
こ
ろ
で
積
算

し
た
。

問　

不
可
抗
力
で
想
定
外
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
当
初
、

泉
質
の
分
析
表
が
資
料
と
し

て
出
さ
れ
て
い
る
。

　

分
析
不
足
だ
っ
た
の
で
は

な
い
の
か
。

答 

同
じ
泉
質
の
温
泉
で
も

ス
ケ
ー
ル
化
に
つ
い
て
は
一

律
で
は
な
い
。
そ
こ
が
当
初

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

問 

今
後
、
業
者
選
定
の
際

に
は
、
様
々
な
部
分
を
考
慮

し
て
選
考
し
て
ほ
し
い
。

答 

業
者
選
定
に
は
、
選
考

委
員
会
を
設
置
し
進
め
て
い

く
。
精
査
す
べ
き
と
こ
ろ
は

６月定例会では、恋ぼたる（筑後広域公園内休憩施設等）の次年度から５年間の指

定管理料９０００万円の債務負担行為が可決され、今後業者選定が始まります。

また、国民健康保険税の限度額を77万円から81万円へ引き上げる議案が可決され

ました。厳しい財政状況の国保の基本的なあり方について議論されました。

国民健康保険税限度 額77万円から81万円へ引き上げ
（
賛
成
16
　
原
案
可
決
）

（
賛
成
16　

原
案
可
決
）

平成26年

6月定例会
6月6日〜20日

主
な
議
案
と
質
疑

　

「
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
誘
致

推
進
特
別
委
員
会
」
の
名
称

を
「
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
対

策
特
別
委
員
会
」
へ
変
更
し

た
。

「
教
育
予
算
の
確
保
と
充
実

を
求
め
る
意
見
書
」

「
建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者
の
早
期
救
済
・

解
決
を
図
る
事
等
を
求
め
る

意
見
書
」

意
見
書
は
、
関
係
大
臣
あ
て

送
付
。

固
定
資
産
評
価
員

　

梅
野 

薫
（
長
浜
）

（
敬
称
略
）

農
業
委
員
会
委
員

　

北
島
一
雄
議
員
（
津
島
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
。

特
別
委
員
会
の
名
称
変
更

意
見
書
案

人
事
案
件（
２
件
）

休憩室が増築となった「恋ぼたる」温泉館

十
分
精
査
し
な
が
ら
適
切
に

選
考
し
た
い
。
ま
た
１
社
で

も
多
く
の
、
ス
ケ
ー
ル
対
策

な
ど
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た

業
者
に
応
募
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
努
力
し
た
い
。

　

◇
農
業
指
導
に
要
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
失

業
者
を
農
業
の
担
い
手
と
し

て
育
成
、
就
農
を
図
る
事
業

の
農
事
組
合
法
人
へ
の
委
託

料
４
９
８
万
円
を
計
上
。

問 

何
人
を
予
定
し
て
あ
る

の
か
、
ま
た
ど
こ
の
法
人
な

の
か
。

答 

農
業
担
い
手
育
成
事
業

は
、
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
を
活
用
し
て
お
り
22
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
今
回

は
、
農
事
組
合
法
人
古
川
へ

２
人
の
雇
用
を
予
定
し
て
い

る
。

増額発行される
プレミアム商品券

　

他
に
ち
っ
ご
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
増
額
発
行
を
支
援

す
る
た
め
の
補
助
金
の
増
額

２
０
０
万
円
、
日
清
製
粉
㈱

か
ら
の
寄
付
金
を
奨
学
金
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
増
額

補
正
３
０
０
万
円
な
ど
を
可

決
し
た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

常
用
団
地
の
工
事
に
関
し
、

労
務
単
価
、
物
価
の
上
昇
に

伴
い
、
設
計
単
価
を
見
直
し

変
更
契
約
を
行
う
も
の
。

問 

労
務
単
価
、
物
価
の
上

昇
に
伴
い
と
あ
る
が
、
具
体

的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答 

建
設
現
場
に
お
け
る
人

件
費
は
、
平
均
で
７
・
１
％

上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
労

働
者
の
環
境
は
、
低
賃
金
、

社
会
保
険
の
未
加
入
な
ど
整

備
が
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
労
働
者
の
適
切
な
賃
金
、

社
会
保
障
の
確
保
を
図
る
目

的
で
現
行
の
人
件
費
動
向
を

反
映
し
た
労
務
単
価
基
準
に

改
訂
さ
れ
た
。

（
全
員
賛
成 

原
案
可
決
）

（
賛
成
16　

原
案
可
決
）

（
全
員
賛
成 

原
案
可
決
）

 　 平成27年度よ り「恋ぼたる」の
　  指定管理料 限度額1.8倍へ！


